
国
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採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

（
30 

分
割
後
期
・
二
次
） 

                   

各
学
校
に
お
い
て
、
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
『
部
分
点
の
基
準
』
を
作
成
し
、『
部
分
点
の
基
準

ご
と
の
点
数
』
を
定
め
る
こ
と
。 

な
お
、
受
検
者
の
実
態
等
に
応
じ
て
、
次
の
例
の
よ
う
に
詳
細
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・ 

「
○
○
に
つ
い
て×

×

が
書
か
れ
て
い
る
。」
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
内
容
を
加
え
る
こ
と
。 

・ 

「
○
○
と
△
△
が
書
か
れ
て
い
る
。（
３
点
）」「
○
○
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
２
点
）」
「
△
△
が
書
か
れ
て 

 
 

い
る
。（
１
点
）」
の
よ
う
に
、
段
階
を
設
け
、
段
階
ご
と
の
点
数
を
設
定
す
る
こ
と
。 

・ 

「
誤
字
が
一
つ
以
上
あ
る
。（
１
点
減
点
）」
の
よ
う
に
、
部
分
点
の
基
準
を
加
え
る
こ
と
。 

 

２  

〔
問
5
〕 

 

配
点 

10
点 

問
題
番
号 

配
点 

正
月
に
、
親
せ
き
一
同
が
祖
母
の
家
に
集
ま
り
ま

す
。
昔
な
が
ら
の
日
本
家
屋
で
あ
る
祖
母
の
家
は
、

人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
き
は
、
ふ
す
ま
を
外
し
て

部
屋
を
広
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
も
、
住

む
人
が
状
況
や
目
的
に
合
わ
せ
て
自
由
に
使
え
る

「
ほ
ど
ほ
ど
を
極
め
た
」
デ
ザ
イ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
人
の
頭
と
心
を
使
っ
て
物

を
使
い
こ
な
す
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
現

代
は
便
利
な
物
が
多
い
の
で
す
が
、
自
分
で
工
夫
し

な
が
ら
使
う
物
も
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 (

199
字) 

 

     

正 
 
 

答 
 
 

例 

○
テ
ー
マ
「
ほ
ど
ほ
ど
を
極
め
る
」
に
即
し
た
自
分
の

意
見
、
主
張
が
適
切
に
書
か
れ
て
い
る
。 

○
本
文
中
の
筆
者
の
主
張
を
的
確
に
捉
え
、
そ
の
主 

 

張
を
踏
ま
え
て
、
文
章
が
適
切
に
書
か
れ
て
い
る
。 

○
自
分
の
意
見
、
主
張
の
根
拠
と
な
る
具
体
的
な
体 

 

験
や
見
聞
に
つ
い
て
、
適
切
に
書
か
れ
て
い
る
。 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 


